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赤色照明下における採卵鶏の育成期飼育密度と

制限給餌及び産卵期の間欠照明の検討

藤中邦tAlJ・・龍田 健本・山崎宗延噂*

要約

赤色照明下において，育成期に高密度鰐育又は制限給餌が可能か，また，産卵期に間欠照明が可

能かを暁らかにする闘的で試験を行った.

l 育成期では，赤色照明下における，高密度飼育又は制娘給餌は，鶏の発育と育成率に影響を及

ぼさなかった.

2 間欠照明では連続簿、暁と比較して，産卵率がやや低く，鰐料消費量は少なく，錦料要求率が改

善され，産卵期の赤~照明下においても間欠照明が有効であった.

3 赤色照明下では破卵・軟卵率が減少した.

A Study of High Density and Restricted Feeding in the Growing Period of Chickens 
and Intermittent Lighting during Egg Laying under Red Lighting 

Kuninori FUJINAKA，瓦enT ATSUDA and Toshinobu Y AMASAKI 

Summary 

A study was conducted t9 investigate a possibility of high density feeding or feed restriction 
in raising period and that of intermittent lighting in laying period under red light. 
(1) The growth and viability were not affected by high. density feeding or feed restriction 
under red lights during the raising period. 

(2) Egg production rate was lower， feed consumption diminished and feed conversion improved 
under intermittent lighting rather than continuous lighting， intermittent lighting was also 
effective with red light in the laying period. 

(3) Cracked and shell時 lesseggs d¥lcreased under red light. 
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近年，本県では採卵養鶏においてウインドウレス鶏舎

が増加している.このウインドウレス鶏舎における光線

管理は人工照明により行われていることから，照、甥法の

改善は経済的に見て意義が大きい.著者ら 4)は育成期と

産卵期において白熱灯と赤，青，緑，黄の各照明往安比

較した結果，赤色照明下では，育成期に悪癖が発生せず，

良好な育成成績が得られること，また，産卵期において

も収入は着色光の中では赤色照明が最も多く，育成期と

産卵期を通じて赤色照明が最も適することを明らかにし

た.これらの結果は，採卵鶏において産卵率は赤又は白

色光で高くべ採卵鶏の育成期では赤色で悪癖発生が減

少しベ育成率が上昇したのなどの報告と一致する.
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一方，多くの報告5.山 2)で，育成期の制限給館により

20潤齢の体重をコントローJレすることが可能であり，始

木らりはこれにより産卵期の産卵性能が上昇したとして

いる. しかし，この場合育成期間中の悪癖発生が増加す

ることが考えられる.さらに，育成期の高密度飼育は育

成羽数を増加させることができるが， この場合も育成率

が低下するとの報告1)がある.また，産卵期では間欠照

明によって飼料要求率の改善や舞死率の低下などの効果

があるト1引 3) 著者ら4lは，赤位照、暁は，卵叛菟額は最

も高いが，飼料費がやや高いことから，間欠婦、明などで

鰐料摂取量を抑制することによって，経済性をさらに高

めることができると報告した. しかし，赤色照明下で間

欠照明が実施可能であるかどうかは明らかでない.

そこで，本試験は，赤色照明下において，育成期では

高密度飼育文は制担給餌が可能か，また，産卵期では間

欠照明が可能かを明らかにする毘的で実施した.



藤中邦則・龍田 鍵・山崎宗延:赤色黒鴨下における採卵鶏の脊成期飼育密度と制限給餌及び産卵期の間欠照明の検討 11 

材料及び方法

1998年10月20BIこえ付けした白色レグホーン種の市販

鶏を14B齢特に平飼いウインドウレス鶏舎に収容し，赤

と普通位(自)の白熱灯下で，赤色照明を対照区とし

て，赤色照明高密度飼育(赤高密度)区，白色照明高欝

度飼育(自高諮度)区，赤色照暁制限給館(jJf，、制限)産，

自位照明制担給舘(白総限)区の 5区を設けた.各区の

銅育面積は2.7mx3.2m 出8.64rrIで，高密度区には125~~，

{患の各区には100羽を収容し，鰐育密度そそれぞれ14.5

羽/rrI及び11.6~~/rrIとした.飼料は円型給額器を各区

に3個ずつ設置して給与した.制限給餌区は78臼舗まで

自由摂取で， 79~112日齢に各適齢に応じた標準震を，

月，水曜日に 2日分，金曜日に 3日分を定量給餌した.

照明は白色(東芝LW100V54W)，赤色(東芝色電球60

W赤)とも市販の電球を用いて行い，床蔚の照度が10lux

になるように調整した.

116臼齢特にウインドウレスの成鶏舎で， ひな 2段，

語口22.5cmのケージに収容し， 1 ~ 2羽潤いとした.照

明憶は自又は赤，期明時障は連続又は間欠の 2x2=4

区分とし，各区に 2群ずつを割り当て， 80適齢まで供試

した.供試羽数は 1 群59羽で計472~~ とした.間欠照明

は15分明・ 45分暗で123日齢から実施した.点灯時間は

14B齢で20時間， 21日齢で17時期， 33日齢で14持関及び

42日齢以降12時潤で一定とし， 123日齢以降漸増して16

時間とした.照明については白色は脊成期と同じ，赤1s

l立市販の蛍光灯(ナショナル FL-20-S-R)で熊明灯直近

のケージ上下設の照症の平均値は自範で43.1.赤色で

37.51uxであった.

鰐料は市販鰐料を用い 4週齢まで幼雛用， 10週齢ま

で中雛用， 18週齢まで大雛用，以後，産卵鶏用飼料を給

与した.

響成期間中は鰐料消費量，体重と肉眼により懇癖発生

状況を調査した.産卵期は毎日の康卵個数と産卵重量及

び，ひび卵数，軟卵数，流失卵数(内部が流失し，卵殻

だけが残った卵数)を記録し，これらの合計を破卵・軟

卵数とした.ひび卵は集卵特に肉眼で判定したものとし

た.銅料と7.1<1ま自由摂取とした. 28， 44， 60， 76週齢時

に各反復ごとに18偲の卵を採集し，ハウユニットと卵殻

強度を測定した.経済性については，卵販売額，銀料費

と両者の差額を l日1羽当たりで計算した.卵販売額は

卵価を160円/kgとして生産量に乗じて算出し，鰐料費

は銅料単価を38円/kgとして鰐料泊費量に乗じて算出し

fこ.

統計処理は SASの GLMプロシージャ14)により，主

効果として，育成期は背成方法 (5水準)，産卵期は点

灯方法 (4水準)を取り上げて分散分析を行い，有意差

表 l 育成期における臼齢別の銅料消費彊，体重と生存薬

日齢別鰐料消費景 (g) 各日齢の体重 (g) 日齢別生存率(%)

処理 14-28 29-56 57-84 8ふ11214-112 30 57 85 113 14ω28 29-56 57-84 85-112 14-112 

赤“高密度 25.6 52.8 75.7 78.5 62.4 304 747 1108" 1414 100.0 99.2 100.0" 100;0・.'99;2

自ー高密度 28.4 51.4 78.8 75.5 62.4 313 740 1127" 1352 100.0 100.0 99.2 100.0 99.2 

赤ー制限 30.5 54.4 76.4 64.9 59.9 303 765 1053b 1365 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

自明制限 30.7 59.4 79.9 64.9 62.4 313 759 1054b 1380 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

赤(対照) 25.1 55.7 80.9 80.6 65.2 309 750 1139" 1393 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

a， b:異符号関に有意差有り

表2 産卵期における各処理の50%産卵白齢，産卵率，卵重，産卵白蜜，館料消費量，館料要求率，軟卵・破卵発生率と残存率

50%産卵白齢躍卵率 卵重 産卵白量鈎料消費量鰐料要求率破卵・軟卵率舞死率残存率

処理 (日) (%) (g) (g) (g) (%) (%) (%) 

赤胸間欠照、明 142.5 85.6 63.7 54.5 113.4 2.08ab 0.44" 19.6C 77.5 

白柳間欠照明 143.0 85.3 63.4 54.0 110.3 2.04a 0.75"b 18.6C 75.5 

赤ー連続照明 141圃O 86.2 63.6 54.8 118.7 2.16C 0.65" b 6.9" 90.1 

白"連続照明 142.5 86.8 64.1 55.6 119.7 2.15 b c 0.99b 12.7b 84.3 

a， b， c:異符号間に有意悲有り
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表3 各週齢における卵殻強度とハウユニット

卵殻強度(同/cnD
処理

28週齢 44適齢 60適齢

赤"間欠照明 4.29 3.84 3.70 

自ー鵠欠照明 4.33 3.55 3.70 

赤制連続照明 4.20 3.56 3.44 

自由連続照明 4.31 3.70 3.57 

表4 1日1羽当たりの経済性

卵販先額 飼料代金 差額

処理 (円/白・羽)

赤ー関欠照明 8.71 4.31 4.41 

自ー臨欠照明 8.64 4.19 4.45 

赤制連続照明 8.78 4.51 4.26 

自制連続照明 8.90 4.55 4.35 

の検定は 5%水準で行った.

結 果

表 Iに育成期における各処理の臼齢別飼料消費量，体

重及び生存率を示した.

高密度の飼料消費量は，赤，自の両区とも28臼齢まで

は対照匿とほぼ同等かやや多かったが. 29日齢以降はや

や抑制される傾向にあり，試験期間中でみると 181羽

さ当たりで対黒区よりも2.8g少なかった.高諮度の赤区

と白区の間には大きな差はみられなかった.制限給餌を

行った両区では赤の対照区よりも飼料消費量が少なくな

り，特に赤の制限区では59.9g /日・羽と最も少なかっ

た.

体重は85日齢において制限給餌の両区が他の区より有

意に軽かったが. 113白齢では有意な差はみられなかっ

fこ.

宵成喜界は高密度の碍区において各 1羽の脚弱による淘

汰があり，若干低下した.

悪癖はいずれの震においても観察されなかった.

産卵期における成績を表2に示した.

50%産卵白齢は鵠欠照明の再区でわずかに遅くなった

が，有意な差ではなかった.また，照明急閣にも景はみ

られなかった.

産卵率は連続照明の詞区でやや高くなる傾向にあった.

卵璽は処理問で大きな差がなく，盤卵白量は白の連続

区でやや重かった.

ハウユニット

76週齢 28溜齢 44適齢 60適齢 76適齢

2.94 90.5 84.7 83.7 76.5 

3.14 91.5 84.2 84.3 79.6 

2.98 90.9 83.3 83.1 79.6 

2.79 91.8 85.3 83.6 77.8 

飼料消費量については処理関で差がみられなかったが，

潤欠照明の両区でその消費量が抑制される傾向にあり，

その傾向は自の間欠照明震で明瞭であった.

銅料要求率は処理器で有意な差がみられ，自の賠欠区

で連続照嘆の調藍よりも低く，赤の間欠区の憶は赤の連

続区よりも低かった.

破卵・軟卵喜界は赤間欠IRで白連続区よりも低い植であ

った.

舞死率は赤連続区，自連続区の11頃に低く，間欠照明の

両陛は有意に高かった.残存率については処理問で楚が

有意でなかったが，艶死率の差を反映する結果であった.

表3に各週齢における卵殻強度とハウユニットを示し

fこ.

卵殻強度とハウユニットは加齢に伴って抵い値となっ

たが，処理問の悲は明確でなかった.

表4に1日1羽当たりの経済性を示した.

卵販売額は白連続区で多く，飼料代金は自間欠区で安

く，差額には有意な差が認められなかったが自間欠区で

も高い値となった.

考 察

育成期の飼料情費量は，高密度飼育区の値が自高密度

の14-28日齢を除いて対照区よりも少なく推移した.

CareyJ)は高響度で鰐料消費量が減少したと述べており，

本試験でも高舘度鰐脊によって，銅料消費量がわずかに

抑制されたものと考えられる.本試験で制限給餌を行っ

た79-112 日韓は l 月 7 日~2 月 9 臼の厳寒期に当たって

おり，対照、震の飼料消費量は標準量よりも多くなり，制

限給餌区との差を大きくしたものと考えられる.

一方，体重をみると，このような鶴料情費量の抑制に

も関わらず. 113日齢では処理閣で悲がなかった. この

ことから，本試験で実施した程度の高嶺度飼育又は制担

給餌は，鶏の発育に影響を与えずに，自由摂取での飼料

の無駄をなくし，飼料の利用性を高めたものと考えられ

る.また. 858齢持の体重については処理問で差がみら

れたものの，照明色による差は小さく，体重は照明色の
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違いによってほとんど影響を受けなかった.これらのこ

とは著書ら 4)の先の研究報告の結果とよく一致している.

腎成率は両高密度区でやや低かったが，難死の諜顕が

脚弱であったことから，本試験の各処理は育成率には影

響しなかったと推察される.

産卵期の成績については，産卵率，飼料消費量とそれ

に伴う産卵白最，飼料要求率などでいずれも照、明飽によ

る差に比べて照明方法による差の方がより明瞭な傾向に

あった.すなわち，間欠照明では，連続照明に比べて，

産卵率がやや低く，鏑料消費量は少なく，飼料要求惑が

改善された.これらの傾向は，過去の間欠照明に関する

報告3.ト 1叩)とよく一致するものであり，赤色賠明下に

おいても間欠照明が有効なことを示すものと考えられる.

一方，破卵・軟E持率は照明方法よりも照明色の影響が大

きく，赤色照明下で減少した.

残存率は間欠照明下で大きく低下する傾向にあったが，

この主な原思は，夜行性級血害虫(ワクモ)の多発によ

る貧血であった.従って，ワクモの発生初期にあたる 4

月下旬から 5月上旬以蜂には十分な観察と防除を行う必

要があろう.間欠照明下では昼間でも鶏体に寄生して吸

血している場合も認められるため，防除の擦には，鞘か

ら連続照明会行ってワクモを巣に演した後，午後に薬務

散布する方法が効果的である.

os殻強度とハウユニットは共に照明色と照明方法の聞

で、差が小さしこれらの卵質への影響は小さいものと考

えられる.

経済性についてみると卵販売額は連続照明で多かった

ものの，飼料代金は間欠照明で少なく，差額は銅欠照明

の両藍でやや多く，なかでも自の鵠欠照明で最も多かっ

た.従って通常の経営体では，自の間欠照明法が推奨さ

れるが，低い破卵率が求められる場合などには，赤の間

欠照明法が有効で、あるといえよう.
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